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３．排水設備の設計 
 

 

（１）計画雨水量の算出方法 

 

雨水管渠は、流集する雨水を速やかに排除しなければならないため、計画雨水量は最大計画

雨水流出量を用いる。この算定式には、合理式及び実験式があり、その採用については、その

区域の公共下水道計画に基づいた式を採用するが、原則として次の合理式による。 

 

① 合理式 

      

 

               

               

 

ここに、  Ｑ＝最大計画雨水流出量（㎥／秒） 

      Ｃ＝流出係数 

      Ｉ＝降雨強度 （mm／時） 

      Ａ＝排水面積 （ha） 

 

 

     ｱ）流出係数 

 

参表９－１ 工種別基礎流出係数の標準値 
 

工  種  別 流出係数 工  種  別 流出係数 

屋     根 

道     路 

その他の不透面 

水     面 

0.85～0.95 

0.80～0.90 

0.75～0.85 

1.00 

間       地 

芝、樹木の多い公園 

こう配の緩い山地 

こう配の急な山地 

0.10～0.30 

0.05～0.25 

0.20～0.40 

0.40～0.60 

 

 

流出係数（Ｃ）の算定例   （基礎流出係数）    （面 積） 
                   
                    道路Ｃ1＝0.85     Ａ1＝0.1ha 
 
                    屋根Ｃ2＝0.90     Ａ2＝0.4ha 

  

 
                    間地Ｃ3＝0.20     Ａ3＝0.5ha 

 

 

 

 

 

 

 

       10000           1 
Ｑ＝             Ｃ・Ｉ・Ａ＝    Ｃ・Ｉ・Ａ 
            60×60×1000        360 

    Ｃ1Ａ1＋Ｃ2Ａ2＋Ｃ3Ａ3     0.85×0.1＋0.90×0.4＋0.20×0.5 
Ｃ＝                ＝                ≒0.55  
              Ａ1＋Ａ2＋Ａ3                 0.1＋0.4＋0.5 

道 路 
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（２）屋内排水管径の計算例 

 

参図９－１ 平面図、 参図９－２ 各階系統図において、各階（５階）共通に便所を設置

するものとして、排水横枝管、排水立て管、排水横主管の管径を求める。 

 大便器はフラッシュバルブ（洗浄弁）式、小便器は壁掛けストール形、掃除用流しのトラッ

プ口径は 75mmとする。 

 

参図９－１ 平面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参図９－２ 各階系統図 
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（３）屋内雨水排水管の管径計算例 

 

① 管径決定の手順 

ｱ）参表９－２などの最大降水量の記録を参考に設計雨量を定める。集中豪雨を考慮して

参表９－２の１時間降水量の 1.5倍程度を目安にすればよい。 

ｲ）屋根面積を求める。屋根面積はすべて水平に投影した面積とする。壁面を流下する雨

水がある場合は、壁面面積の 50％を下部の屋根の面積に加算する。 

ｳ）屋根面積から、参表９－３より雨水立て管の管径及びルーフドレンの口径を、また参

表９－４より雨水横管の管径を求める。 

  ただし、参表９－３及び参表９－４の許容最大屋根面積は雨量 100mm／h を基礎として

算出したものであるので、これ以外の設計雨量のときは、屋根面積に（設計雨量／100）

を乗じて 100mm／h当たりの屋根面積に換算して管径を求める。 

ｴ）正方形又は長方形の雨水立て管は、接続している流入管の断面積以上とし、内面の短

辺をもって相当管径とする。また、参表９－４の許容最大屋根面積に雨水立て管の長辺

／短辺を乗じたものを許容最大屋根面積とする。 

 

② 例 題 

参図９－３に示す雨水管の管径を求める。最大降水量を 80mm／h とし、ルーフドレンは屋

根面積を等分に負担するものとする。 

 

○Ａ  設計雨量は集中豪雨を考慮して最大降水量×1.5＝80×1.5＝120［mm／h］、屋根面積は

２箇所のルーフドレンで分担するから、（30×18）／2＝270[㎡]、雨量 100mm／h に換算

した屋根面積は 270×（120／100）＝324[㎡]、参表９－３より、管径は 100mmとなる。 

○Ｂ  ○Ａの屋根面積 324㎡から参表９－４よりこう配 1／100とすると管径は 125mmとなる。 

○Ｃ  屋根面積は壁面の流下を見込み、２箇所のルーフドレンで分担するから、（30×5＋30

×10×1／2）／2＝150[㎡]、雨量 100mm／h に換算した屋根面積は 150×（120／100）＝

180[㎡]参表９－３より管径は 75mmとなる。 

○Ｄ  ○Ｂと○Ｃの雨水を受けるから雨水 100mm／h に換算した屋根面積は 324＋180＝504[㎡]参

表９－４からこう配 1／125とすると管径は 150mmとなる。 

 

                      参図９－３ 
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参表９－３ 雨水立て管の管径 

 

管 径(mm) 許容最大屋根面積(㎡) 

50 67 

65 135 

75 197 

100 425 

125 770 

150 1250 

200 2700 

     （SHASE-S 206-2000）                    

（注１）屋根面積は、すべて水平に投影した面積とする。 

（注２）許容最大屋根面積は、雨量 100mm／hを基礎として算出したものである。 

したがってこれ以外の雨量に対しては、表の数値に”当該地域の最大雨量 

／100”を乗じて算出する。 

（注３）正方形または長方形の雨水立て管は、それに接続される流入管の断面積以 

上をとり、また、内面の短編をもって相当管径とし、かつ”長辺／短辺” 

の倍率を表の数値に乗じ、その許容最大屋根面積とする。 

 

参表９－４ 雨水横管の管径 

 

管径 

(mm) 

許容最大屋根面積（㎡） 

配 管 こ う 配 

1/25 1/50 1/75 1/100 1/125 1/150 1/200 1/300 1/400 

65 137 97 79 － － － － － － 

75 201 141 116 100 － － － － － 

100 － 306 250 216 193 176 － － － 

125 － 554 454 392 351 320 278 － － 

150 － 904 738 637 572 552 450 － － 

200 － － 1590 1380 1230 1120 972 792 688 

250 － － － 2490 2230 2030 1760 1440 1250 

300 － － － － 3640 3310 2870 2340 2030 

350 － － － － － 5000 4320 3530 3060 

400 － － － － － － 6160 5040 4360 

  （SHASE-S 206-2000） 

（注１）屋根面積は、すべてを水平に投影した面積とする。 

 （注２）許容最大屋根面積は、雨量 100mm／hを基礎として算出したものである。したがって、これ以外 

の雨量に対しては、表の数値に”当該地域の最大雨量／100”を乗じて算出する。なお、流速が 

0.6m／s未満または 1.5m／sを超えるものは好ましくないので除外してある。 

 （注３）管径の最小寸法は東広島市公共下水道条例に従う。 
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（４）通気管の管径計算例 

 

通気管の管径を、次の基本的事項（基本則）と器具単位法によって算出する。 

     

① 基本的事項（基本則） 

ｱ）最小管径は 30mmとする。ただし、排水槽に設ける通気管の管径は 50mm以上とする。 

ｲ）ループ通気管の場合は次のとおりとする。 

○ア  ループ通気管の管径は、排水横枝管と通気立て管とのうち、いずれか小さいほうの管

径の１／２より小さくしない。  

○イ  排水横枝管の逃し通気管の管径は、接続する排水横枝管の１／２より小さくしない。 

ｳ）伸頂通気管の管径は、排水立て管の管径より小さくしない。 

ｴ）各個通気管の管径は、接続する排水管の管径の１／２より小さくしない。 

ｵ）排水立て管のオフセットの逃し通気管の管径は、通気立て管と排水立て管とのうち、

いずれか小さいほうの管径以上とする。 

ｶ）結合通気管の管径は、通気立て管と排水立て管とのうち、いずれか小さいほうの管径

以上とする。 

 

② 器具単位法 

ｱ）管径決定の手順 

○ア  管径を求める通気管が受け持つ排水管の器具排水負荷単位（以下「排水負荷単位」 

という。）の合計を求める。 

○イ  通気管の長さを求める。長さは実長とし、次のとおりとする。 

   ⅰ ループ通気管では、分岐横枝管の会合点より下流側の部分は最も長い経路の通気

管の長さとする。 

   ⅱ 通気立て管では、始点から伸頂通気管への接続点までとする。伸頂通気管へ接続

しないで、単独に大気へ開口する場合は始点から、大気開口部までとする。 

   ⅲ 通気主管（通気ヘッダ）は、通気管の大気開口部から最も遠い通気立て管の始点

までとする。 

○ウ  排水管の管径、排水負荷原単位及び通気管の長さから、ループ通気管の管径を表２

－11より、通気立て管及び通気主管（通気ヘッダ）の管径を表２－12より求める。 

    ③ 例題 

  参図９－２（参考資料９ Ｐ.参-9-2）の系統図に示す通気管の管径を求める。 

ｱ）ループ通気管 ○ａ～○ｉ  

  ○ａ  部 

   ○ａ部の設計条件は次のとおりである。 

   ループ通気管の受け持つ排水管  ：○A ○B  

   排水管の管径   ：Ｄ○A ＝Ｄ○B =50｢mm｣ 

   排水負荷単位          ：4｢DFU｣ 

   通気管の長さ          ：10.5｢m｣ 

 

表２－11 から、排水横枝管の管径 50｢mm｣に対して、排水負荷単位 12、最大許容横枝

管の管径[50mm]に対して、排水負荷単位 12、最大許容横走配管長 12[m] が求められ

る。各数値は、上記の条件を満たすので、 

ＤV＝50mmとする。 
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以下の記述から単位を省略する。 

 

  ○ｂ部 

   ○ｂの受け持つ排水管 ：○ｃ  

   排水管の管径  ：Ｄ○C ＝100 

   排水負荷単位  ：27 

   通気管の長さ         ：6.0 

 表２－11から、ＤV＝65 

○ｃ部 

   ○ｃの受け持つ排水管  ：○Ｄ  

   排水管の管径   ：Ｄ○D ＝100 

   排水負荷単位          ：31 

   通気管の長さ          ：○ａ +○ｃ＝10.5＋0.5＝11.0（通気管の最長延長） 

 表２－11から、ＤV＝75 

 以下同様にしてｉまでの管径を求めると、参表９－５に示すとおりとなる。 

ｲ）通気立て管 ○ｊ  

   ○ｊの受け持つ排水管  ：○Ｍ  

   排水管の管径   ：Ｄ○M ＝150 

   排水負荷単位          ：405 

   通気管の長さ          ：19 

表２－12 より、排水管の直径 100、排水負荷単位 500、最大許容配管長 21 に対する

通気管の管径は、65mmと求めることができる。 

排水横主管の管径は通気管の管径はＤ○M ＝150 であるから、Ｄ○j ＝65＜150×1／2＝

75となり基本則を満足しない。 

よってＤ○j ＝75とする。 

ｳ）伸頂通気管 ○ｋ  

   通気立て管と同様に求める。 

   ○ｋの受け持つ排水管  ：○Ｌ  

   排水管の管径   ：Ｄ○L ＝100 

   排水負荷単位          ：405 

   通気管の長さ          ：○Ｌ＋○ｋ＝16＋4＋＝20 

表２－12 より、通気管の管径は、65mm となるが、基本則から排水立て管の管径Ｄ○L

＝100と同じとする。 

ｴ）通気主管 ○I  

   ○I の受け持つ排水管   ：○Ｌ  

   排水管の管径   ：Ｄ○L ＝100 

   排水負荷単位          ：405 

   通気管の長さ          ：○Ｌ＋○ｋ＋○I ＝16＋4＋6＝26 

表２－12 より、通気管の直径は 75mm となるが、伸頂通気の管径Ｄ○k ＝100mm と同径

とする。 
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参表９－５ 通気管の管径計算結果（器具単位法） 

 

通 気 管 
受持つ 

排水管 

排水管 

管 径 

（呼

び） 

器具排水負 

荷単位合計 
通気管の長さ(ｍ) 

管 径 

(呼び) 

補正管径 

（呼び） 

ループ通気管 ○ａ  ○Ａ  ○Ｂ  50 4 10.5 50  

 ○ｂ  ○Ｃ   100 27 6.0 65  

 ○ｃ  ○Ｄ   100 31 10.5+0.5=11.0 75  

 ○ｄ  ○Ｉ   100 27 8.0 75  

 ○ｅ  ○Ｄ  ○Ｉ  100 58 10.5+0.5+1.3=12.3 75  

 ○ｆ  ○Ｅ   75 20 8.0 65  

 ○Ｇ  ○Ｆ  ○Ｇ  40 3 3.5 40  

 ○ｈ  ○Ｈ   100 23 8.0+3.5=11.5 75  

 ○ｉ  ○Ｋ   100 81 105+0.5+1.3+1.8=14.1 75  

通気立て管 ○ｊ  ○Ｍ   150 405 19 65 75 

伸頂通気管 ○ｋ  ○Ｌ   100 405 16+4=20 65 100 

通気主管 ○Ｉ  ○Ｍ   150 405 16+4+6=26 75 100 
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（５）誤りやすい設計の例 

 

参表９－６ 誤りやすい設計の例 

誤っている設計 正 し い 設 計 説   明 

  

排水管の最小径，ますの大きさ

の規定に従う。 

  

敷地雨水排水を目的としてＵ形

側溝を使用する場合は必ず雨水

ますで受けて排水する。 

  

便所の汚水が流入する排水管に

流し等からのトラップを有しな

い排水管を接続する場合はＪ形

トラップます又はＴ形トラップ

ますを設置する。 

  

排水管管径の 120倍を超えない

範囲内にますを設置する。 

（下水道法施行令第８条） 

  

ますとますの間の距離が排水管

管径の 120倍を超える場合には

掃除口ではなくますを設ける。 

  

排水管の流れに支障をきたさな

いように接続する。 

  

３方向からの排水をまとめて１

方向へ流すと同時排出による流

れの乱れや固形物の停滞により

悪影響が出るので接続位置をず

らす。（会合点でますが設置で

きない例） 

  

既設のます及び排水管が使用で

きる場合に、有孔ふたは、密閉

ふたに替え、底部にインバート

を設置する。 
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誤っている設計 正 し い 設 計 説   明 

  

洗濯機の排水を雨どいや雨水管

に接続してはならない。必ず汚

水管に接続させる。 

  

外流しにはトラップを設置し、

汚水管に接続させる。 

（雨水の混入がないようにする

こと。） 

  

管の交差部分の平面図は排水管

が立体的に交差していることを

表示する。 

（接続方法としてはよい） 

  

ＬＵ形側溝へ雨水管を接続する

場合は維持管理用のふたを有す

る箇所とする。 

  

ガソリンスタンドの屋根の雨水

は床面に流出させず雨水管又は

側溝等の雨水排水施設に接続す

る。 
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（６）好ましくない設計の例 

 

参表９－７ 好ましくない設計の例 

好ましくない設計 好 ま し い 設 計 説   明 

  

雨どいの排水管を開きょにする

ことは、誤りではないが、維持

管理上、暗きょがよい。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

２階からの排水立て管とますが

接近している場合、ますに直結

すると汚物がます内に飛散す

る。 

この場合は図①のように 45°

Ｙの継手により接続するか、図

②のように上流からの管と上下

並行になるように管を布設し、

インバートの天端（肩）の高い

ますに接続することが望まし

い。 

 

  

公共ますと汚水ますの落差が大

きく近接している場合は、ドロ

ップますとすること。 

  

大便器が接続している排水横枝

管に他の排水器具を接続すると

トラップの排水が破られやすく

なるので個別に排水管又はます

に接続させるか通気管を設け

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 


